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注
目
さ
れ
た
２
０
１
３
年
11
月
の

「
第
18
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全

体
会
議
（
三
中
全
会
）
で
は
、「
全
面
深
化

改
革
（
全
分
野
に
わ
た
っ
て
改
革
を
深
め

て
い
く
）」が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
改
革

の
実
行
を
担
保
す
る
た
め
の
「
改
革
指
導

チ
ー
ム（
領
導
小
組
）」も
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
14
年
は
、
三
中
全
会
の
「
決
定
」
に

沿
っ
て
改
革
が
進
み
、
中
期
的
に
中
国
が

う
ま
く
転
換
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
占
う
重
要
な
１
年
と
な
る
。

７
％
台
前
半
へ
の
着
地
か

　

現
在
、
中
国
当
局
は
ど
の
程
度
の
経
済

成
長
率
を
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
の

か
。
13
年
中
の
一
連
の
李
克
強
首
相
発
言

に
そ
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。

　
７
月
、
あ
る
座
談
会
で
李
首
相
は
“
合

理
区
間
”“
上
限
”“
下
限
”
と
い
う
概
念

を
強
調
し
た
。
13
年
成
長
率
目
標
７
・
５

％
は
下
限
概
念
で
、
こ
れ
は
雇
用
確
保
の

観
点
か
ら
計
算
さ
れ
た
数
値
と
し
た
。
同

時
に
、
20
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

規
模
を
10
年
比
で
倍
に
す
る
と
い
う
政
府

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
７
％
成
長
が

“
底
線
”
で
、こ
れ
を
割
り
込
む
こ
と
は
許

さ
な
い
と
発
言
し
た
。

　

そ
の
後
も
三
中
全
会
を
控
え
た
11
月
初

め
に
は
、
構
造
調
整
を
加
速
さ
せ
る
「
黄

金
平
衡
点
」
を
模
索
し
、
こ
れ
を
構
造
転

換
過
程
で
の
「
准
星
（
照
準
）」
と
す
る
こ

と
、
現
在
１
％
の
成
長
率
で
１
３
０
万
〜

１
５
０
万
人
の
雇
用
創
出
が
可
能
で
、
１

０
０
０
万
人
の
雇
用
を
創
出
し
て
失
業
率

を
４
％
程
度
に
安
定
的
に
維
持
す
る
た
め

に
は
７
・
２
％
成
長
で
十
分
、
成
長
速
度

は
７
・
５
％
か
ら
７
％
強
へ
の
中
高
速
レ

ン
ジ
に
入
っ
た
と
、
成
長
率
の
め
ど
を
下

げ
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
発
言
か
ら
推
測
す
る
と
、
14

年
の
成
長
率
目
標
は
高
く
て
13
年
目
標
と

同
じ
７
・
５
％
、
場
合
に
よ
っ
て
は
７
％

程
度
と
手
堅
く
設
定
し
、
７
％
台
前
半
か

ら
半
ば
ぐ
ら
い
の
着
地
を
目
指
す
可
能
性

が
高
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
前
の
８
％
成
長
を

死
守
す
る
「
保
八
」
の
姿
勢
は
過
去
の
も

の
だ
。
生
産
労
働
人
口
の
低
下
や
農
村
余

剰
労
働
力
の
縮
小
か
ら
、
中
国
経
済
の
潜

在
成
長
率
自
体
、
以
前
の
10
％
前
後
か
ら

７
％
台
へ
と
大
き
く
低
下
し
て
き
て
い
る

と
す
る
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
歴
史

的
に
、
三
中
全
会
の
翌
年
は
、
新
政
権
の

基
盤
が
安
定
化
し
一
定
の
構
造
改
革
措
置

が
採
ら
れ
る
結
果
、
成
長
率
が
鈍
化
す
る

と
い
う
政
治
的
景
気
サ
イ
ク
ル
も
見
て
取

れ
る
。

四
つ
の
ジ
レ
ン
マ

　

各
分
野
に
わ
た
る
改
革
が
進
む
と
同
時

に
、
７
％
台
の
成
長
率
が
維
持
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
だ
が
、
当
面
の

リ
ス
ク
要
因
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　

第
一
は
12
年
半
ば
以
降
、
騰
勢
傾
向
が

止
ま
っ
て
い
な
い
住
宅
価
格
で
あ
る
。
庶

民
の
不
満
は
増
幅
し
て
お
り
、
こ
れ
を
抑

え
る
た
め
金
融
引
き
締
め
強
化
に
動
か
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
す
る
と
金
利
が
上
昇

し
、人
民
元
相
場
が
一
段
高
と
な
り
、「
１

㌦
＝
５
元
時
代
」
の
到
来
も
あ
り
得
る
。

　

珠
江
デ
ル
タ
の
中
小
貿
易
企
業
を
対
象

と
し
た
あ
る
調
査
で
は
、
８
割
近
く
の
企

業
が
人
民
元
上
昇
を
輸
出
に
影
響
を
与
え

る
最
も
重
要
な
要
因
と
回
答
、
20
％
の
企

業
で
人
民
元
上
昇
に
よ
っ
て
契
約
キ
ャ
ン

セ
ル
を
経
験
し
て
い
る
な
ど
、
13
年
来
の

急
激
な
人
民
元
上
昇
の
影
響
は
す
で
に
懸

念
さ
れ
始
め
て
い
る
（
図
）。
人
民
元
高

は
、
国
内
的
に
は
輸
出
の
減
速
を
通
じ
て

経
済
成
長
を
下
押
し
す
る
。
同
時
に
、
中

国
の
旺
盛
な
資
源
需
要
を
あ
て
に
し
て
い

た
豪
州
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
資
源
国
経
済
に

も
マ
イ
ナ
ス
要
因
だ
。

　

三
中
全
会
後
の
中
国
人
民
銀
行
（
中
央

銀
行
）
の
総
裁
補
足
説
明
で
は
「
基
本
的

に
常
態
的
市
場
介
入
を
や
め
、
市
場
に
基

づ
い
た
双
方
向
の
変
動
を
促
す
」
方
針
が

示
さ
れ
た
。
正
し
い
方
向
だ
が
、
当
面
こ

中国
７％成長を死守（李克強首相）

Bloomberg

金か
な
も
り森　

俊と
し
き樹

（
大
和
総
研
常
務
理
事
）

中
国
政
府
は
困
難
な
転
換
期
を
う
ま
く
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
。
中
央
委
員
会
第

三
回
全
体
会
議
の
翌
年
に
あ
た
る
２
０
１
４
年
が
重
要
な
１
年
に
な
る
。

高
度
成
長
期
終
焉
で
直
面
す
る

元
高
、シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
、環
境
問
題

2234149
長方形
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マーケット総予測

れ
を
着
実
に
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
人
民
元
上
昇
は
加
速
し
て
、
中
国

内
外
の
景
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。　

　

第
二
は
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
（
影

の
銀
行
）
へ
の
対
応
だ
。
08
年
の
大
型
景

気
対
策
後
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
が
急

拡
大
し
た
が
、
こ
れ
が
よ
く
も
悪
く
も
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
中
国
経
済
を
資

金
面
で
支
え
て
き
た
。
13
年
央
、
多
く
の

マ
ク
ロ
景
気
指
標
が
好
転
し
た
が
、
こ
れ

も
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る
資
金

調
達
手
段
の
理
財
商
品
や
信
託
商
品
な
ど

が
再
び
急
増
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
一
致
し

て
い
る
。
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
を
抑
え

適
切
な
管
理
監
督
の
下
に
置
い
て
い
く
こ

と
は
、
金
融
行
政
の
重
要
な
課
題
だ
が
、

こ
こ
で
も
適
正
化
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
当
面
の
景
気
に
は
負
の
影
響

が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
政
策
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
る
。

　

第
三
は
、
地
方
政
府
の
無
謀
な
「
都
市

化
」
の
推
進
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
地
方

債
務
の
積
み
上
が
り
だ
。
中
国
審
計
署
の

最
新
調
査
見
込
み
で
は
、
地
方
政
府
の
債

務
総
額
は
15
兆
〜
18
兆
元
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
30

〜
40
％
）、う
ち
８
兆
〜
９
兆
元
が
公
共
事

業
を
実
施
す
る
時
の
資
金
調
達
先
で
あ
る

「
融
資
平
台
」を
通
じ
る
も
の
だ
。
融
資
平

台
が
発
行
す
る
債
券
（
城
投
債
）
を
購
入

し
て
い
る
の
は
、
銀
行
や
信
託
会
社
な
ど

で
、
そ
れ
ら
の
資
金
調
達
手
段
が
信
託
商

品
や
理
財
商
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ャ

ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
融
資
平
台
に
大
量

の
資
金
が
流
れ
込
ん
で
い
る
事
情
も
あ

り
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
を
適
正
化
す

る
際
に
は
、
地
方
債
務
問
題
に
も
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
最
大
の
リ
ス
ク

要
因
と
見
る
向
き
も
多
い
。
た
だ
し
、
他

方
で
地
方
政
府
は
そ
の
傘
下
に
あ
る
国
有

企
業
の
資
産
だ
け
で
約
38
兆
元
に
達
す
る

と
の
推
計
も
あ
り
、
信
用
リ
ス
ク
を
過
大

に
懸
念
す
る
必
要
は
な
い
と
の
見
方
も
あ

る
。

　

第
四
は
、
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
へ
の

対
応
だ
。
環
境
対
策
の
実
効
を
上
げ
る
た

め
、
習
政
権
は
成
長
率
一
辺
倒
だ
っ
た
役

人
の
評
価
基
準
を
変
更
し
、
環
境
保
全
面

で
の
取
り
組
み
も
重
視
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
三
中
全
会
の
決
定
文
書
で
も
そ

の
旨
が
明
記
さ
れ
た
。
質
の
高
い
持
続
的

成
長
へ
と
転
換
し
て
い
く
た
め
に
は
不
可

欠
だ
が
、逆
に
役
人
が
実
績
作
り
の
た
め
、

行
き
過
ぎ
た
環
境
基
準
を
要
求
し
企
業
活

動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
い
う
不
満

の
声
が
経
営
者
か
ら
す
で
に
上
が
っ
て
い

る
。
短
期
的
に
必
要
以
上
に
成
長
を
制
約

す
る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
が
あ
る
。

困
難
な
中
長
期
的
課
題

　

第
一
は
政
治
的
リ
ス
ク
だ
。
三
中
全
会

の
決
定
で
は
「
市
場
機
能
に
決
定
的
役
割

を
与
え
る
」
と
さ
れ
た
が
、
他
方
で
「
公

有
制
を
主
体
と
す
る
基
本
的
経
済
制
度
を

堅
持
」す
る
と
も
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

政
権
内
で
改
革
へ
の
温
度
差
や
意
見
の
不

一
致
が
垣
間
見
え
る
。
そ
う
し
た
中
、
特

に
国
有
企
業
改
革
や
金
利
を
含
む
金
融
自

由
化
で
改
革
が
貫
徹
さ
れ
る
か
ど
う
か

は
、
既
得
権
益
と
の
関
係
で
不
透
明
だ
。

　

第
二
は
、
格
差
の
拡
大
に
伴
う
社
会
不

安
要
因
の
増
大
だ
。
中
国
の
あ
る
専
門
家

の
推
計
で
は
、
11
年
の
「
灰
色
収
入
（
表

に
出
な
い
収
入
）」
は
６
・２
兆
元
（
約
99

兆
円
）、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
12
％
に
ま
で
増
加
し
て

お
り
、
そ
の
多
く
は
富
裕
層
に
帰
属
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
都
市
部
の
所
得
上
位

10
％
の
平
均
収
入
は
下
位
10
％
の
20
・
９

倍
と
、
公
式
統
計
の
８
・
６
倍
を
大
き
く

上
回
る
。
政
府
は
都
市
・
農
村
一
元
化
政

策
を
格
差
縮
小
の
切
り
札
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
戸
籍
改
革
や
土
地
制
度
改
革

は
三
中
全
会
で
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、

全
面
的
改
革
に
は
な
お
相
当
の
時
間
が
か

か
ろ
う
。

　

ま
た
、
格
差
を
助
長
し
て
い
る
「
灰
色

収
入
」
が
腐
敗
・
汚
職
と
関
係
し
て
い
る

場
合
が
多
い
こ
と
が
庶
民
の
怒
り
を
増
幅

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
の
程
度
切
り
込

ん
で
い
け
る
の
か
が
問
題
だ
。
さ
ら
に
こ

れ
ま
で
は
、
高
成
長
に
よ
っ
て
絶
対
的
貧

困
が
解
消
さ
れ
て
き
た
面
が
あ
る
が
、
成

長
率
が
落
ち
て
く
る
と
相
対
的
貧
困
へ
の

不
満
が
よ
り
先
鋭
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
だ
。

三
中
全
会
で
よ
う
や
く
夫
婦
ど
ち
ら
か
が

一
人
っ
子
の
場
合
、
二
人
目
の
出
産
を
認

め
る
「
単
独
二
胎
」
方
針
が
示
さ
れ
た
。

高
齢
化
の
速
度
を
多
少
緩
和
す
る
こ
と
に

は
な
ろ
う
が
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
と
の

見
方
が
多
い
。
中
国
の
人
口
学
者
の
推
計

で
は
、
毎
年
こ
れ
に
よ
っ
て
増
え
る
人
口

は
せ
い
ぜ
い
１
０
０
万
〜
２
０
０
万
人
で

３
０
０
万
人
を
超
え
る
可
能
性
は
極
め
て

小
さ
い
と
い
う
。

　

出
生
率
に
影
響
す
る
要
因
は
複
雑
多
岐

で
人
口
政
策
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
中
国
で
も
若
い
層
に
は
、

多
く
の
子
供
を
望
ま
な
い
と
い
う
意
識
変

化
が
見
ら
れ
る
。
仮
に
出
生
率
が
少
し
上

が
っ
て
も
、
そ
の
効
果
が
労
働
力
市
場
に

表
れ
る
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。「
未

富
先
老
」「
未
備
先
老
」
が
、中
国
に
大
き

な
難
問
を
突
き
つ
け
て
い
る
状
況
に
変
わ

り
は
な
い
。

元安

元高

人民元対米ドル相場（元）

（年/月）（出所）筆者作成
2013/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
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